
 

ゲノム編集 CRISPR/Cas法を改良 遺伝子挿入にも威力を発揮 

ファスマックはゲノム編集技術 CRISPR/Cas 法をより簡便に改良するとともに、非常に高効率なノックイン

マウス作成法を開発しました。本研究は東京医科歯科大学を中心とした、広島大学、慶応義塾大学との共同研究

により行われ、その成果が国際誌 GenomeBiologyに掲載されました。研究の詳細については Aida et al. Genome 

Biology (2015) 16:87をご覧ください。 

 

 CRISPR/Cas法によるノックアウトマウスの作成は近年急速に普及してきましたが、一方でノックインマウス

の作成は非常に重要で困難な課題でした。今回の研究成果によりその困難が克服され、医薬学研究を大幅に加速

することが期待されます。また、実験操作による RNA調製が不要になり簡単に CRISPR/Cas 法が使用できるた

め、広い分野の研究者・技術者の方にゲノム編集をご利用いただけるようになりました。 

関連するサービスはこちらからご利用いただけます。 
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In vitro 転写法で合成

KIマウスはほとんど得られなかった。

化学合成
(インターネットで注文可能)

高いで効率でKIマウスが得られた。

改良：ガイドRNAを2つに分割し、短く、より天然に近い形に変更した

改良システムによる遺伝子挿入効率の向上
ガイドRNAとCas9、ドナーDNAを受精卵に注入して遺伝子挿入マウスの作成を試みた。
1本の長いsgRNAを分割して、場所を指示するcrRNA、Cas9との橋渡しをするtracrRNAの
2つすることでKIマウス作成効率が飛躍的に向上した。また、化学合成が可能になった。
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